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米原駅

湯谷神社

卍青岸寺

至大垣・長浜

至彦根

盗人岩

太尾山城跡

南城
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Route map

R
米
原
駅
の
東
口
に
出
る
と
、集
落
の
向
こ
う

に
低
い
山
並
み
が
迫
っ
て
見
え
ま
す
。庭
園
で

有
名
な
青
岸
寺
や
米
原
曳
山
ま
つ
り
で
知
ら

れ
る
湯
谷
神
社
の
背
後
に
そ
び
え
る
こ
の
山
域
は
太
尾
山

と
呼
ば
れ
、山
頂
に
は
中
世
に
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
太
尾

山
城
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。江
北
と
江
南
の
境
に
位
置
す
る

城
で
、眼
下
に
北
国
街
道
が
望
め
る
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、軍
事
的
に
要
の
城
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
で
し
ょ

う
。南
北
に
の
び
る
尾
根
の
2
つ
の
ピ
ー
ク
に
主
郭
を
設
け

た〝
別
城
一
郭
〞と
呼
ば
れ
る
構
え
の
城
で
、北
城
と
南
城
の

周
辺
に
は
曲
輪
と
思
わ
れ
る
削
平
地
や
土
塁
、堀
切
り
な

ど
の
遺
構
が
確
認
で
き
ま
す
。駅
か
ら
歩
い
て
簡
単
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
、歴
史
フ
ァ
ン
に
は
う
れ
し
い
史
跡
で
す
。

　

こ
の
山
域
は「
湯
谷
の
森
」と
名
付
け
ら
れ
、城
跡
を
め

ぐ
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。登
り
口
は
青
岸
寺

の
駐
車
場
と
湯
谷
神
社
の
奥
の
2
ヵ
所
。階
段
も
あ
れ
ば

未
整
備
の
急
勾
配
の
道
も
あ
り
、

約
2
5
0ｍ
の
低
山
で
あ
り
な
が

ら
気
持
ち
よ
い
汗
が
か
け
ま
す
。

今
回
は
青
岸
寺
側
か
ら
北
城
、

南
城
を
め
ぐ
っ
て
、湯
谷
神
社
へ

く
だ
る
北
ま
わ
り
の
ル
ー
ト
を

歩
き
ま
し
た
。北
城
の
あ
る
山
頂

は
も
ち
ろ
ん
、途
中
に
盗
人
岩
な

ど
眺
望
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
も

あ
り
、軽
ハ
イ
キ
ン
グ
に
お
す
す

め
で
す
。

Start!
Goal! 湖

国
健
脚
倶
楽
部

湯
谷
の
森
は
戦
国
ロマ
ン
あ
ふ
れ
る
里
山

中
世
の
城
跡
を
め
ぐ
っ
て
眺
望
を
満
喫
！

● 

米
原
市

●
太
尾
山
城
を
め
ぐ
る
人
々

『
近
江
国
坂
田
郡
志
』に
よ
る
と
、太
尾
山
城

を
築
い
た
の
は
地
元
の
土
豪
米
原
氏
。『
妙
意

物
語
』に
よ
る
と
、文
明
三
年（
1
4
7
1
年
）に
美
濃
守

護
代
斎
藤
妙
椿
と
米
原
山
で
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
て
、こ
の
頃
に
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

戦
国
時
代
に
湖
南
の
守
護
六
角
氏
方
の
城
と
な
り
ま
す

が
、永
禄
四
年（
1
5
6
1
年
）に
浅
井
長
政
に
よ
っ
て
攻

略
。城
番
に
浅
井
郡
の
土
豪
中
嶋
宗
左
衛
門
を
入
れ
置
き

ま
す
。元
亀
二
年（
1
5
7
1
年
）、織
田
信
長
に
よ
る
佐

和
山
城
攻
め
で
宗
左
衛
門
は
太
尾
山
城
を
退
き
、以
後
廃

城
と
な
り
ま
し
た
。（
北
城
の
説
明
板
よ
り
）

山麓の青岸寺駐車場が登り口
整備された遊歩道から尾根道へ
ＪＲ米原駅東口から国道8号を渡り、まっすぐ東へ行くと
青岸寺。寺の駐車場に太尾山城跡遊歩道の案内図が
あり、その奥が登り口です。整備された階段道を登ると、
八田山の分岐がありますが、そのまま太尾山城址へ。

米原の市街地から琵琶湖まで
盗人岩からの見晴らしは抜群！
尾根道に出て南へ。鉄塔のあるピーク
の横を過ぎると、目の前に大きな岩が
出現。盗人岩と呼ばれる巨岩で、その
昔、盗人がこの岩陰に隠れ住んでい
たとか。展望所となっていて、眼下に
米原駅、遠くに琵琶湖が望めます。

山頂は広 と々した北城の主郭跡
城の縄張に想像力を働かせて…
しばらく行くと右手に郭跡とされる削平地。さらに鉄塔の
見えるピーク（254.3ｍ）を左に巻くように進み、北城の主
郭跡に登ります。鉄塔が建つ削平地には城の概要がわ
かる説明板があり、土塁らしきものも見えます。

巨大な堀切りを越えて南城跡へ
尾根に階段状の曲輪が続きます
曲輪や堀切りの跡を確認しながら南へ進むと、尾根筋
を切断するような大きな堀切りがあり、さらに南へ登り
つめた一段高いピーク（242.4ｍ）の削平地が南城の
主郭跡。ここにも説明板が設置されています。

堀切りから谷を下って湯谷神社へ
山麓の寺社をめぐりましょう
先ほどの大きな堀切りから湯谷神社の濱田口ま
では谷筋に沿って下るルート。沢の水音が聞こえ
てくるとまもなく湯谷神社です。境内左奥の牛頭天
王社から金毘羅大権現、青岸寺まで、山腹にさらに遊歩道
が続きます。

ひとくち
メモ

●観光に関するお問い合わせ
米原観光協会
☎0749-58-2227

※山行の際は、国土地理院発行の
　正確な地図（2万5千分1地形
　図など）をご使用ください。

●アクセス
JR米原駅東口、近江鉄道米原駅
から登り口のある青岸寺、湯谷神
社まで徒歩約10分。
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太尾山城跡（北城）のピークの北にある盗人岩展望所。西方の眺望が楽しめます。

　　▲
太尾山城跡

南城跡
●

湯谷神社

卍 青岸寺

国指定名勝の庭園がある青岸寺。

尾根にある巨大な盗人岩。

急斜面を登ると背後に米原の市街地が。

太尾山山頂にある北城の主郭跡。

南城の北にある巨大な堀切り。

南城の主郭跡。北城よりは少し狭い。

堀切りから下山ルートへ。

山麓にある湯谷神社。

説明板に記された
城の概要図。

青岸寺駐車場にある案内図。この左奥が登り口。

山行日／08年3月12日
天候／晴れ
歩行距離／約3km
総時間／約2時間
難易度★（初級向け）

盗人岩からの眺望

尾根に曲輪跡

巨大な堀切りありシダが茂る湿地
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